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多職種協働による困難事例の検討会等の開
催が必要だが、運営に関するスキルアップが
必要。 

 ・情報交換 

 ・知識や技術の向上 

 ・交流、連携を深める 

  →地域包括ケアの充実へ 

広域圏の関係者にも参加を 

呼びかけた大規模な研修会実
施 

（40～100名以上が参加） 

・月１回程度【拡大会議】として、近隣の町、市外の事業所も参加可能な包括ケア会議を開催。 

・研修会開催により、広域圏の関係者に広く参加を呼びかけ、グループワーク等を通じた情報交換や
交流による連携形成から地域包括ケアにつなげる。 

圏域内の 

在宅介護支援センター 

介護保険事業所関係者 

病院（他町）の 

地域連携室 

障害者生活支援センター 

 

 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 御坊市 

②人口（※１） ２５，３３３人  

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上   ６，８４０人   （２７．０％） 

７５歳以上   ３，７３７人   （１４．７％） 

 

① 取組の概要 ・ブレーメンのまちづくり隊を結成  ・認知症サポーター養成講座の開催 

・認知症コーディネーター会議を開催  ・若年性認知症の本人支援と家族会  

・安心サポート事業（徘徊ネットワーク連絡体制） 

⑤取組の特徴 

 

・医療・介護・地域・その他に関する取り組みを認知症地域推進員が中心に、

事業所・本人・家族とともにおこなっている。 

⑥開始年度 平成２４年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

・認知症に関する街づくりを行う組織（ブレーメンのまちづくり隊）を、キャ

ラバンメイトを中心につくる。研修会、全体会、医療・介護・地域の分科会の

開催。 

・認知症コーディネーター会議を中心とし、組織を運営していく仕組みづくり 

・若年性認知症本人家族への支援体制の構築。 

⑧主な利用者と人

数 

・認知症サポーター養成講座の開催１９回 ３０９人／年 

（累計：１，６３５人） 

・ブレーメンの街づくり隊 参加者４７人 

・安心サポート事業 在宅１９名 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

・御坊市地域包括支援センター 

・市内及び管内の介護事業所 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

・事務局 

・現在本人の支援として事業所のデイサービスで行われている「ちょボラ」を 

市が主体となって行う。 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

認知症総合相談事業 

 ７，５８０，０００円 

⑫取組の課題 医療との連携を強めていく。 

⑬今後の取組予定 ・認知症総合推進事業を行っていくために、認知症コーディネーターを事業所

からも出してもらい検討実施をしていく。 

・サポーター養成講座を開催し、若年性認知症について理解を深め、本人・家

族をサポートしてくれるボランティアを育成する。 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 

御坊市地域包括支援センター ＴＥＬ０７３８－２３－５８５１ 

 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

和歌山県 

 

 


